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要  旨 

 スギ人工林を伐採収穫後，再造林が行われない伐採跡地が近年増加しており，森林のもつ多面的な

機能の発揮に悪影響を及ぼすことが懸念されている。そこで，秋田県内のスギ人工林伐採跡地 12箇
所 53プロットについて調査し，種組成や広葉樹の更新実態について解析した。伐採跡地で見られた
植物は，伐採以前からスギ人工林内に存在していたものと，伐採後に発生，定着したものから構成さ

れていた。前者については，オオバクロモジ，アブラチャン，ミゾシダなどが，後者については，モ

ミジイチゴ，クマイチゴ，タラノキ，クサギ，ヌルデなどがあった。伐採跡地の中でも，搬出路跡地

ではタニウツギ，アキタブキ，オカトラノオ，ススキなどが見られた。伐採跡地のほとんどで，ウワ

ミズザクラ，ホオノキ，エゴノキ，クリ，ベニイタヤなどの高木性広葉樹が見られ，伐採からおよそ

10年で平均樹高 3m程度に植生の回復が見られた。広葉樹による更新を効率的に行うためには，伐採
以前の段階で，スギ人工林内に広葉樹の密度を高めておくこと，種子源となる広葉樹林を確保してお

くことなどが対策として考えられた。高木性広葉樹の樹高と樹冠投影面積との関係式を求め，樹高と

成立本数から植被率を推定し，伐採跡地における水土保全上の更新判定基準を提案した。 

 

Ⅰ．はじめに 

  針葉樹人工林を伐採収穫後，再造林が行われない林地（伐採跡地あるいは再造林未済地などと呼ば
れる）が急増し，西日本を中心に社会問題化している。平成 10 年度末現在，全国の民有林の伐採跡
地面積は 10万９千haで，このうち３年以上経過した伐採跡地は 2万 2千haであった（林野庁，2003）。 
森林は一般に樹木が集団で成立しており，下層植物が生い茂り，地表面には落葉層がある。このた

め，降雨は遮断されたり衝撃が緩和されたりして，土壌の浸食は抑制される。森林の土壌には粗孔隙

があり，高い浸透能を有し，ほとんどの降雨は浸透し地表流が発生することはほとんどない（蔵治・

保屋野，2004）。また，林木の根系は土壌を支え，林地の崩壊を防止する働きがある。森林はほかの
土地利用形態と比較して，もっとも治水機能が高く（蔵治・保屋野，2004），流出土砂量も少ない（竹
内 2004）。しかし，森林の伐採によって樹木がなくなることで，地表面は露出し，土壌の浸透能は低
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下し（蔵治・保屋野，2004），根系による林地の崩壊防止機能も低下していく（竹内 2004）。伐採跡
地の増加は林業の停滞を意味するだけでなく，水源涵養機能の低下，土砂の流出，林地の崩壊など，

森林のもつ公益的な機能の発揮にも悪影響を及ぼすことが懸念される。 
秋田県においては，昭和 38年度から平成 12年度までの 38年間に伐採されたスギ人工林面積は 3
万 8千 haで，これに対し再造林が行われたのは 3万 2千 haであった。その差にあたる約 6千 haが，
統計上，伐採後造林されず放置された計算となる（写真－１）。特に昭和 61年以降は，スギの伐採面
積が再造林面積を上回るようになっている（秋田県森林整備課資料，2003）。再造林が行われない理
由としては，主伐収入が少なく，造林に必要な経費が確保できないなどの経済的な理由がほとんどで

あり，後継者不足を理由とする場合もあった（秋田県森林整備課内部資料，2003）。伐採跡地の扱い
をどうするか無視できない現状にある。伐採跡地の増加に歯止めをかけるには，林業収益を増やす必

要があり，効率的で低コスト化した林業生産システム構築や新たな林業経営主体の確立など（境，

2000），人工林資源の保続的活用システムの形成が待たれる。一方で，既に伐採跡地化している箇所
については，公益的機能の確保のためにも，天然更新によって速やかに森林を再生させる必要がある。

しかし，秋田県における伐採跡地の実態については明らかになっておらず，情報に乏しい現状にある。

そこで，県内のスギ伐採跡地について，植生や広葉樹林化の実態について調査し，天然更新によって

植生の回復を促すための対策について検討した。併せて，森林計画上の懸案であり，伐採跡地対策を

講じるうえでも必要な，更新が完了したかどうかを判定するための基準の作成についても検討した。 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

写真－１  スギ伐採跡地 
      皆伐直後のスギ伐採跡地（写真左）。 
      植生の回復が見られるスギの伐採跡地（写真右）。しかし，搬出路跡を起点に土砂流出が

見られる。 
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Ⅱ．調査地と調査方法 

１．スギ人工林伐採跡地の植生と更新広葉樹の調査 

 秋田県内において，スギを皆伐収穫後 1～19年が経過した伐採跡地 12カ所を調査対象とした（表
－１）。伐採跡地では，10m×10mのプロットを，伐採跡地の規模に応じて 2～12 個，合計で 53 個
設置した。プロット内では，植生調査を行い，出現した植物種を記録し，階層別に被度を測定した。

被度の測定は Braun-Blanquet(1964)の全推定法による方法で行った。また，高木性樹種（小中高木
を含むが，タラノキ，ヌルデ，ヤマウルシ，クサギなどの先駆樹種は除く）については、樹高 1m以
上を対象に樹高の測定を行った（ただし，三種町の６プロット，羽後町の１プロットでは省略した。

仙北市角館の１プロットは 1m以上の個体はなかった。）。多幹型の広葉樹については，株を１本と
して扱い，最大の樹高のものを測定した。比較対照として，伐採跡地に隣接して存在するスギ人工林

内でも，同じように 10m×10m のプロットを全 27 カ所設け，植生調査に行った。また，伐採跡地の

中でも，攪乱圧が異なるとみられる搬出路跡地においては，別に 2m×2m のプロットを合計 35 カ所
設け，植生調査を行った。 

 

表－１ 調査箇所一覧 

標高 地形傾斜度 スギ伐採時 伐採後経過年
（ｍ） （度） の林齢 （年） 伐採跡地 搬出路跡地 隣接スギ林

大仙市南外坊田 150～160 5～38 53 1 2 5 2
仙北市角館月見堂 80 10～15 36～47 1～5 6 4 3
八峰町八森 310 10 64 2 2 0 2
仙北市角館西長野 140 5～15 49 3 2 0 2
三種町琴丘茨島 130～190 12～38 54～64 3～7 12 3 2
由利本荘市岩城泉田 40～50 20～25 38 6～7 3 4 1
羽後町飯沢 250～260 0～30 44 5 6 4 2
由利本荘市岩城福俣 230～240 5～30 61～71 6～12 7 9 4
五城目町富津内 60～100 15～40 55 5～6 4 4 2
大仙市協和峰吉川 50 0～20 56 10 3 0 2
仙北市田沢湖駒ヶ岳 640～660 10～18 不明 16 2 2 2
八峰町峰浜水沢 330～430 10～38 不明 19 4 0 3

（計） 53 35 27

調査位置
調査箇所数

 
 

２．更新判定基準作成のための広葉樹の計測 
スギ伐採跡地の更新判定基準作成のための基礎データとして，伐採跡地に更新した主要な広葉樹の

樹高と樹冠幅を測定した。調査は，スギを皆伐後、約 20 年が経過した八峰町峰浜にあるスギ伐採跡
地で行った。調査木は単幹のものに限定し，萌芽による多幹型のもの，斜立木や雪害木など樹型に明

らかな欠点がある個体は除いた。樹冠幅は，樹幹の位置を交点に，斜面方向と等高線方向の２方向に

ついて樹冠の端から端までの水平長を測定した。この２方向の水平長の平均値を円の直径と見なし，

樹冠面積（樹冠投影面積）を算出した。樹高１～8m の個体について，樹高と樹冠面積の関係につい

て解析し，指数近似または直線近似による樹高と樹冠面積の関係式を求めた。解析の対象樹種は，調

査本数が 20本以上確保できた，高木性ないし中高木性の，ブナ，ミズナラ，ホオノキ，ベニイタヤ，
エゾヤマザクラ，ウワミズザクラ，ミズキ，エゴノキ，コシアブラ，ハウチワカエデの 10 樹種であ
る。 
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伐採跡地 搬出路跡地
種　　　名 20m×20m 2m×2m

N＝53 N＝35
モミジイチゴ 41.5 20.0
ウワミズザクラ 41.5 0.0

チマキザサ＊２ 35.8 20.0

オオバクロモジ 30.2 0.0
ミゾシダ 22.6 11.4
タラノキ 20.8 0.0
キブシ 20.8 2.9
ミヤマカンスゲ 20.8 8.6
アブラチャン 17.0 0.0
ヌルデ 15.1 5.7
ヒメアオキ 15.1 0.0
クサギ 13.2 14.3
クマイチゴ 13.2 17.1
クリ 13.2 0.0
タニウツギ 7.5 62.9
アキタブキ 7.5 28.6
オカトラノオ 7.5 25.7
ススキ 0.0 25.7
ヨモギ 0.0 14.3
タケニグサ 3.8 11.4
オトコエシ 0.0 11.4

＊１　被度１以上のみで集計。伐採跡地または搬出路跡地で出現率10%以上の出現

　　　があった種のみを抜粋して記載。

＊２　クマイザサ含む。

 
Ⅲ．結果と考察 

１．スギ伐採跡地にみられる植物の種組成 

 表－２に，スギ皆伐跡地ならびに搬出路跡地に出現した主要な植物を示した（被度１以上の場合の

みで集計。このため出現率 0%であっても当該植物が存在しないとは限らない）。スギ伐採跡地と搬出
路跡地では，共通して出現率が高い植物がある一方で，いずれかに偏って出現が見られる植物もあっ

た。共通して出現率が高い植物は，モミジイチゴ，ササ類，ミゾシダ，クサギ，クマイチゴであった。

スギ伐採跡地に偏って出現率が高かった植物はウワミズザクラ，オオバクロモジ，タラノキ，キブシ

などであった。スギ人工林が伐採跡地化する過程において，林地では，温度や湿度，光環境が大きく

変化する。伐採跡地に見られた植物は，こうした環境の変化に適応し，新たに発生，定着したもの，

あるいはスギ伐採以前から定着していたものによって構成されていると考えられる。搬出路跡地に偏

って出現率が高い植物は，タニウツギ，アキタブキ，オカトラノオ，ススキ，ヨモギ，タケニグサ，

オトコエシなどであった。これら植物は，主伐期の壮齢なスギ林内では一般に見られない。搬出路跡

地においては，重機の走行や搬出作業に伴って，土壌の圧密化や攪拌，削剥などが生じる。伐採跡地

の中でもさらに強度な攪乱が加わることで，伐採以前からの植物は減少し，スギ林とは異なった種組

成になったものと推定された（写真－２、３）。 
 

表－２ スギ伐採跡地に出現した植物の出現率(%)＊1 
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写真－２ 搬出路跡地の植生 
ススキ，タニウツギなどが見られ，周囲の伐採跡地と植生が異なる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真－３ 搬出路跡地の植生 
開設直後（写真左）とその１年後（写真右）。１年後にはタケニグサが繁茂している。 

 
２．スギ伐採跡地にみられる植物の伐採前後の出現パターン 

表－３では，伐採跡地に隣接して残存するスギ人工林のほか，伐採跡地については伐採から５年以

内のプロット，伐採から６年以上経過したプロットに分けて，それぞれ，出現した植物を出現率で示

した（被度１以上の場合のみで集計。このため出現率 0%であっても当該植物が存在しないとは限ら
ない）。表では，３区分のうちのいずれかで出現率が 10%以上見られた植物のみを抜粋して示した。
伐採イベントに伴う個々の植物の反応や変化を，伐採前，伐採から５年以内，伐採後６年以上の３つ

のステージに分け，図－１に示すＡ～Ｅの出現率のパターンに区分し，表－３にタイプ分けして示し

た。なお，伐採跡地に隣接するスギ人工林は，伐採前のスギ人工林とみなした。スギ人工林では，ミ

ゾシダ，オオバクロモジ，ゴトウヅル，アブラチャン，ヒメアオキなどが高い出現率で見られた。図
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スギ人工林 タイプ
種　　　名 全調査地 ５年以下 ６年以上

Ｎ＝27 N＝53 Ｎ＝28 Ｎ＝25
ミゾシダ 55.6 22.6 21.4 24.0 C
オオバクロモジ 33.3 30.2 25.0 32.0 A
ゴトウヅル 25.9 7.5 0.0 16.0 D
アブラチャン 22.2 17.0 32.1 0.0 C
ヒメアオキ 22.2 15.1 0.0 32.0 D
チマキザサ※ 14.8 35.8 28.6 48.0 B
ウワバミソウ 14.8 0.0 0.0 0.0 C
モミジイチゴ 11.1 41.5 53.6 28.0 E
キブシ 11.1 20.8 17.9 24.0 A
リョウメンシダ 11.1 5.7 10.7 0.0 C
ミヤマベニシダ 11.1 5.7 10.7 0.0 C
ノリウツギ 11.1 7.5 7.1 8.0 A
フジ 11.1 3.8 0.0 8.0 C
ワラビ 7.4 7.5 14.3 0.0 C
ジュウモンジシダ 7.4 7.5 14.3 0.0 C
ヤマブキショウマ 7.4 5.7 0.0 12.0 B
ウワミズザクラ 3.7 41.5 25.0 60.0 B
ミヤマカンスゲ 3.7 20.8 10.9 32.0 B
クリ 3.7 13.2 3.6 24.0 B
エゴノキ 3.7 9.4 14.3 4.0 E
アキタブキ 3.7 7.5 14.3 0.0 E
オクチョウジザクラ 3.7 5.7 0.0 12.0 B
タラノキ 0.0 20.8 21.4 20.0 B
ヌルデ 0.0 15.1 3.6 28.0 B
クサギ 0.0 13.2 17.9 8.0 B
クマイチゴ 0.0 13.2 25.0 0.0 E
オカトラノオ 0.0 7.5 14.3 0.0 E
サルナシ 0.0 5.7 10.7 0.0 E
カスミザクラ 0.0 5.7 0.0 12.0 B
ミツバアケビ 0.0 5.7 0.0 12.0 B
ミズナラ 0.0 5.7 0.0 12.0 B
オクノカンスゲ 0.0 5.7 0.0 12.0 B
ベニイタヤ 0.0 5.7 0.0 12.0 B

＊１　被度１以上のみで集計した。スギ人工林、スギ伐採跡地（５年以下）、スギ伐採跡地（６年以上）のいずれかの項目で出現率

　　　10%以上の種のみを抜粋して集計した。

スギ伐採跡地

－１に示す，「増加」，「減少」，「維持」については，ステ－ジ間で出現率が 10%以上変化した場合を，
「増加」あるいは「減少」とし，変化が 10%未満の場合は「維持」として定義した。パターンについ
ては，図－１に例示するとおり，大きく５つに区分された。パターンＡは，伐採前後でほとんど変化

しないタイプで，オオバクロモジ，キブシ，ノリウツギがあった。パターンＢは，伐採に伴って増加

するタイプで，ササ類，ウワミズザクラ，タラノキ，ヌルデ，クサギなどがあった。パターンＣは伐

採に伴って減少するタイプで，シダ類やアブラチャン，ウワバミソウなど，全般に湿性地を好む植物

が多かった。パターンＤは，伐採に伴って一時的に減少するものの，時間の経過によって回復するタ

イプで、ゴトウヅル、ヒメアオキがあった。パターンＥは、伐採にともなって一時的に増加するもの

の，時間の経過によって減少していくタイプで，モミジイチゴ，クマイチゴ，アキタブキ，オカトラ

ノオなどがあった。伐採によって増加するのは，パターンＢとＥに属する植物であった。このタイプ

の植物は，伐採に伴って新たに発生，定着する伐採跡地特有の植物が多いものと考えられる。それ以

外のパターンに属する植物は，もともとのスギ人工林内にあった種が多いものと推定される。パター

ンＣ，Ｄ，Ａの順で，伐採に伴う環境変化の影響を受けやすく，回復に時間を要するものと考えられ

る。 
 
表－３ スギ人工林と伐採跡地における植物の出現率（％）とタイプ区分 
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図－１ スギ人工林伐採前後の植物の出現パターンの例 
 
 
３．スギ伐採跡地における広葉樹の更新実態 

表－４に，伐採跡地ならびにスギ人工林内において，樹高 1m以上の個体として出現した広葉樹（低
木種、先駆種を除く。）を出現率と出現本数で示した。伐採跡地においては，ウワミズザクラ，ホオノ

キ，エゴノキ，クリ，ヤマグワ，ミズキ，ベニイタヤが 30%以上のプロットで出現が見られた。本数
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種　　　名 出現率 出現本数 出現率 出現本数
（％） （本/100㎡） （％） （本/100㎡）

ウワミズザクラ 67.4 2.96 48.1 1.33
ホオノキ 52.2 0.85 37.0 0.70
エゴノキ 50.0 1.37 37.0 1.00
クリ 43.5 1.24 22.2 0.93
ヤマグワ 39.1 1.04 40.7 0.74
ミズキ 34.8 0.72 14.8 0.41
ベニイタヤ 32.6 1.50 14.8 0.44
アオダモ 28.3 0.48 25.9 0.48
カスミザクラ 26.1 0.65 18.5 0.22
ミズナラ 26.1 0.80 18.5 0.33
コシアブラ 23.9 0.54 37.0 1.59
ヤマモミジ 21.7 0.30 33.3 0.44
ハウチワカエデ 19.6 0.72 29.6 0.81
ヒメコウゾ 15.2 0.30 0.0 0.00
ハリギリ 15.2 0.15 14.8 0.15
ハクウンボク 10.9 0.26 0.0 0.00
コナラ 10.9 0.22 18.5 0.30
ケヤキ 10.9 0.17 11.1 0.33
スギ 10.9 0.52 － －
オニグルミ 10.9 0.24 3.7 0.04
トチノキ 4.3 0.04 18.5 0.19
ニガキ 4.3 0.04 11.1 0.22

スギ伐採跡地 スギ人工林内

ではウワミズザクラ，ベニイタヤ，エゴノキ，クリ，ヤマグワの順で多く，出現本数は平均 17 本／
100 ㎡であった。スギ人工林内においては，ウワミズザクラ，ヤマグワ，ホオノキ，エゴノキ，コシ
アブラ，ヤマモミジが 30%以上のプロットで出現が見られた。本数では，ウワミズザクラ，コシアブ
ラ，エゴノキの順で多く，出現本数は平均 11本／100㎡であった。伐採跡地とスギ人工林内では共通
した広葉樹の出現が見られた。人工林に侵入する樹種の特徴として，風や鳥によって種子が広範囲に

散布され，埋土種子として長期間生存できる樹種が多いことが指摘されている（長谷川・平，2000；
Masaki et al.,2000；Sakai et al.,2005）。調査地のスギ人工林や伐採跡地でもこうした特徴をもつ樹
種の出現が多かった。ウワミズザクラ，ホオノキ，エゴノキ，ヤマグワ，ミズキ，コシアブラは鳥散

布型の樹種である。このうち，ウワミズザクラ，ホオノキ，エゴノキ，ミズキ，コシアブラは，埋土

種子による種子バンクを形成する。ベニイタヤ、ヤマモミジは風散布型の樹種である。クリはこれら

の特徴を有しないが，大型の種子（堅果）をもち，野ネズミなどの小動物の貯食行動によって散布さ

れることが知られている（箕口，1993）。周囲にある母樹から小動物を介して散布されたものと推定
される。 

広葉樹の測定を行った 10m×10m の 46 個のプロットのうち，高木性広葉樹が存在しない箇所は１
箇所のみで，この１箇所でも樹高 1m未満で広葉樹は存在していた。図－２では、樹高 1m以上の広
葉樹（低木種、先駆種を除く。）について、プロット毎に平均樹高と最大樹高を求め，それぞれ伐採か

らの経過年数との関係を近似直線で示した。伐採跡地においては，およそ 10年で，平均樹高 3m，最
大樹高 5m程度までに植生が回復していた。 
 

表－４ スギ伐採跡地でみられる高木性広葉樹の本数と出現率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊出現率 10%以上の種を抜粋して示した。 
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図－２ スギ伐採からの経過年数と高木性広葉樹の平均樹高・最大樹高との関係 
 
 
４．水土保全を目的とした更新判定基準の作成 

 森林はさまざまな土地利用形態の中でも，水源涵養機能に優れている。伐採跡地の土壌浸透能は森

林の 61%、裸地では 31%に過ぎない（村井・岩崎，1975）。森林は浸食防止効果も高く，林地の年流
出土砂量は，km2当たり 10ｍ3程度のオーダーに過ぎず，荒廃地の 10,000ｍ3，，裸地の 1,000ｍ3と比

較してもきわめて少ない（川口，1960）。100ha あたりの崩壊箇所数は，伐採跡地などの無林地で森
林の２倍を超え，崩壊面積や崩壊土砂量も多くなる（難波，1959）。このように，裸地や伐採跡地に
おいては，水土保全機能の低下が免れず，早期に植生を回復させ，林地を保全する必要がある。調査

した伐採跡地の植被率は，伐採直後を除き，最大の植被率を示した階層で 60%から 90%程度見られた。

しかし，植被率を高めているのは，モミジイチゴやクマイチゴ，ヌルデ，クサギなどの比較的寿命の

短い先駆的な樹種が多かった。安定的な広葉樹林へと誘導を図るためには，比較的寿命の長い高木性

広葉樹の比率を高めていくことが重要であり，この比率の度合いによって更新の進行状況が推定でき

ると考えられる。そこで，高木性広葉樹の樹冠植被率によって，更新が完了したか否かを判定する方

法を検討した。広葉樹の更新を判定する基準としては，ブナの例が示されており，高さ 30cm以上の
ブナの稚樹密度が５万本／ha以上（前田，1988）ないしは１万本／ha以上（柳谷・金，1984）とい
う基準が報告されている。この基準は，ブナ林への更新を目的した生態学的な基準であるが，本研究

で検討する基準は水土保全を当面の目的としたものである。 

図－３に，伐採跡地にみられた主要な広葉樹 10 種について，樹種別に樹高と樹冠面積（樹冠投影
面積）との関係を示した（樹高 1～8mの個体に限る）。ベニイタヤ，ウワミズザクラ，エゾヤマザク
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ラ，コシアブラ，ハウチワカエデ，ブナ，ホオノキ，ミズナラについては，両者に高い相関が認めら

れた（ｐ＜0.001）。ミズキは弱い相関にあり（ｐ＜0.05），エゴノキは相関が認められなかった（ｐ＞
0.05）。樹高と樹冠面積の関係から，指数近似または，直線近似による式を求めた（図－３）。この式
から，当該樹種の樹高を測定することで，樹冠面積が推定できる。伐採跡地においては，高木性広葉

樹の樹種と樹高，単位面積あたりの本数を調べることで，高木性広葉樹による伐採跡地の植被率が推

定できる（植被率の根拠となる樹冠投影内には隙間がなく，また樹木間の重なりはないものとして扱

った）。林野庁の水源地域整備事業では，樹冠粗密度が 50%以下となった場合には，下層木を植え込
むなどして高木性樹種の粗密度を高める旨の指針が示されている。この研究ではこの指針を準用し，

植被率 50%を更新完了の目安として扱った。図－３の右表に，樹種別，樹高別の樹冠面積，植被率 50%
を満たす必要本数を示した（表では 40%、60%の値も記載）。ブナの場合，樹高 1mの樹冠面積は 0.685
㎡，植被率 50%を満たすためには樹高 1mの個体が 7,294本／ha 以上必要となる計算になる。図－４
では，10樹種トータルで、樹高と樹冠面積との関係を示した（ｐ＜0.001）。図－３に示した樹種以外
の場合には，図－４を準用することで，植被率を算出できる。なお，植被率については，どの程度の

値であれば水土保全上の問題がないのか，引き続き検討する課題である。 
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樹高 樹冠面積
（ｍ） （㎡） 40% 50% 60%

1 1.3638 2933 3666 4399
2 2.0346 1966 2457 2949
3 3.0353 1318 1647 1977
4 4.5281 883 1104 1325
5 6.7551 592 740 888
6 10.0774 397 496 595
7 15.0337 266 333 399
8 22.4276 178 223 268

植生被覆本数(本/ha)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 伐採跡地に発生した主要広葉樹の樹高と樹冠面積との関係 

＊右表は当該植生被覆率を満たすために必要な樹高別の広葉樹本数 
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樹高 樹冠面積
（ｍ） （㎡） 40% 50% 60%

1 0.9159 4368 5459 6551
2 1.4420 2774 3468 4161
3 2.2703 1762 2202 2643
4 3.5744 1119 1399 1679
5 5.6277 711 888 1066
6 8.8605 451 564 677
7 13.9503 287 358 430
8 21.9639 182 228 273

植生被覆本数(本/ha)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 主要広葉樹の樹高と樹冠面積との関係（10樹種トータル） 

＊下表は当該植生被覆率を満たすために必要な樹高別の広葉樹本数 

 

 

Ⅳ．おわりに 

 秋田県内のスギ伐採跡地では，ほとんどの箇所で高木性広葉樹の発生，定着が見られ，伐採直後を

除き，無立木地化することはなかった。主伐期を迎えるまでに成長したスギ人工林には相応の森林土

壌が存在すること，林地は降雪などによって比較的水分環境に恵まれていること，スギ林内にも高木

性広葉樹が見られること，更新を阻害するササ類もスギ林内には少ないことなどから，秋田県のスギ

伐採跡地は，広葉樹の発生，定着には必ずしも不利な環境ではないものと考えられる。広葉樹の更新

を図るうえでは，種子源が必要であるが，県内のスギ人工林では，周辺部に広葉樹林が存在している

ことが多い。一般に山地の尾根部は地位が低く，スギの生育には適さない。こうした環境に広葉樹を

保残することは，種子源として効果的に働く以外に，山地の保全にも役立つと考えられる。谷部にお

いても，広葉樹林帯を保残することで，種子源として期待できるほか，伐採跡地から河道への土砂流
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亡が軽減され，河川環境の保全にも貢献する。このように，尾根部，谷部などスギ人工林の周辺部に

広葉樹を保残することで，スギ林や伐採跡地への種子供給源が確保され，同時に種子を散布する鳥や

小動物の生息環境として機能し，流域保全にも役立つものと考えられる。 
スギ伐採跡地においては，無立木地化している期間を極力短くし，早期に広葉樹林への更新を図り，

水土保全機能の低下を最小限に抑える必要がある。そのためには，種子源を確保すること，スギ伐採

以前の段階で広葉樹を更新させ（前更），スギ林内に広葉樹密度を高めておくことが必要であり，適正

な間伐の実施や混交林化，長伐期化が対策として考えられる。このことは，スギ人工林の価値を高め

るばかりでなく，主伐後の更新にも貢献するものと考えられる。 
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